
41

与謝野晶子通信

平
成
４
年
に

「
堺
の
晶
子
か

ら
世
界
の
晶
子

へ
」
と
い
う
国
際

詩
歌
会
議
が
堺

で
開
か
れ
、
パ
ネ

リ
ス
ト
の
１
人

と
し
て
、
思
い
が

け
ず
、
私
も
参
加

す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

そ
の
記
録
は
晶
子
倶
楽
部
に
も
残
っ
て
い
る
は
ず

で
、
私
が
今
更
こ
こ
に
繰
り
返
す
こ
と
は
な
い
の
で

す
が
、会
議
が
終
わ
っ
た
後
、思
い
が
け
な
い
出
会
い

が
あ
っ
た
の
に
、時
間
に
追
わ
れ
、余
韻
を
残
し
た
ま

ま
、帰
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

晶
子
の
末
娘
、
藤
子
さ
ん
と
は
同
じ
小
田
急
沿
線

に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
後
も
お
会
い
す

る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
も
う
１
人
気
に
な
る

方
が
い
ま
し
た
。

「
弟
よ
、君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」の
弟
、籌
三

郎
の
孫
で
す
」
と
自
己
紹
介
さ
れ
た
若
い
女
性
で
す
。

そ
の
後
、晶
子
倶
楽
部
の
方
に
調
べ
て
も
ら
っ
て
、連

絡
を
と
り
あ
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
が
、
そ
の
女

性
、鳳
理
子
さ
ん
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
さ
か
い
利
晶
の
杜
」を
丁
寧
に
案
内
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、よ
く
工
夫
さ
れ
た
展
示
で
、予

想
以
上
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

短
い
時
間
内
で
し
た
が
、
小
学
校
の
頃
か
ら
気
に

な
っ
て
い
た
仁
徳
天
皇
御
陵
は
、
肉
眼
で
全
体
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
映
像
で
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。堺
は
若
け
れ
ば
も
う
一
度

行
っ
て
み
た
い
町
で
す
。

（
※
剣
持
弘
子
さ
ん
は
、
与
謝
野
晶
子
の
５
歳
下
の
妹

里
の
孫
に
あ
た
り
ま
す
。）

晶子フォーラム2025のお知らせ
晶子フォーラム2025
「日本古典全集刊行100年　与謝野晶子・紫式部・和泉式部」

ギャラリー展「アートで彩る晶子の姿」

　

昨
年（
二

〇
二
四
）七
月

に
宮
﨑
駿
監
督
作
品
『
君
た
ち
は
ど
う

生
き
る
か
』
が
公
開
さ
れ
、
国
内
外
で

大
反
響
を
呼
び
、
今
年
三
月
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
長
編
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
部

門
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
は
、
皆
様
も
記

憶
に
新
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作

品
は
、
吉
野
源
三
郎
の
同
名
小
説
（
一

九
三
七
）
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
は
皆

様
も
ご
存
知
か
と
存
じ
ま
す
。
吉
野
や

晶
子
が
生
き
た
大
正
・
昭
和
初
期
は
、

軍
国
主
義
が
蹄
音
を
高
め
て
行
く
な
か

で
閉
塞
感
が
支
配
し
て
行
く
時
代
で

あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
一
方
で
〈
教
養

主
義
〉
や
〈
文
化
主
義
〉
が
称
え
ら
れ
、

〈
生
き
が
い
〉
が
追
求
さ
れ
た
時
代
で

も
あ
り
ま
し
た
。
時
代
閉
塞
状
況
に
対

し
て
〈
文
学
〉
が
応
え
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
随
筆
評
論

が
そ
の
一
翼
を
担
っ
た
と
言
え
ま
す
。

現
代
社
会
の
疲
弊
感
は
、
文
学
や
芸
術

に
逆
照
射
を
齎
す
と
言
っ
て
良
い
か
と

思
い
ま
す
。
現
代
と
過
去
を
短
絡
的
に

繋
げ
る
思
考
は
避
け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
源
三
郎

や
晶
子
が
生
き
た
時
代
と
現
代
と
は
、

右
記
の
視
点
か
ら
ど
こ
か
通
底
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

こ
の
時
期
晶
子
の
随
筆
評
論
は
、
雑

誌
「
明
星
」（
第
二
次
）
誌
上
だ
け
で

も
三
〇
篇
を
超
え
ま
す
。

「
現
に
ど
の
方
面
で
も
、
最
も
活

動
し
て
ゐ
る
人
達
程
落
着
い
て
読
書

し
、
芸
術
を
楽
み
、
瞑
想
に
耽
る
と

云
ふ
大
切
な
生
活
を
欠
い
て
ゐ
る
」

（「
明
星
」
第
二
巻
第
七
号　

大
一

一
）

「
人
間
の
事
に
は
唯
だ
便
利
一
方

を
標
準
に
し
て
決
定
し
て
よ
い
事
が

た
く
さ
ん
に
あ
り
ま
す
。
併
し
芸
術

と
か
学
問
と
か
道
義
と
か
の
問
題
に

な
る
と
便
不
便
に
第
二
の
条
件
と
な

り
、
美
不
美
、
正
不
正
、
善
不
善
が

そ
の
第
一
の
標
準
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
」（「
明
星
」

第
六
巻
第
二
号

大
一
四
）

　

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
弱
く
て
繊

細
な
る
も
の
の
な
か
に
あ
る
人
間
的
な

優
し
さ
の
所
在
を
文
学
や
芸
術
に
求
め

る
姿
（
態
度
）
が
看
て
取
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
人
間
性
を
表
す
と
こ
ろ
に

〈
文
芸
〉
と
い
う
も
の
の
役
割
と
必
要

性
を
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
彼
女
の
随
筆
評
論
に
見
ら
れ
る

一
貫
し
た
視
線
（
眼
差
し
）
を
現
代
に

生
き
る
私
た
ち
は
あ
ら
た
め
て
感
受
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

剣
持　

弘
子

倶楽部からのお知らせ

編集後記
第５号となる今号

は、投稿のコーナー、

倶楽部会員の声や

短歌など、晶子への

想いを多く掲載でき

ました。ご投稿いた

だきありがとうござ

いました。

与謝野晶子倶楽部事務局 〒590-0078 大阪府堺市堺区南瓦町3番1号堺市文化課内
TEL:072-228-7143　FAX:072-228-8174　MAIL：info@yosanoakiko-club.com　HP：http://www.yosanoakiko-club.com問合せ先

令和６年怒涛のような源氏ブームの中「京都･滋賀一泊二日の
旅」も無事終了。令和７年度のテーマは「三大女性歌人」。講師の
山本淳子先生はNHKの「源氏物語」の考証スタッフとして大活
躍された方。そんな秘話も期待できるかも！

企画・広報部会 たつみ　都志

・与謝野晶子倶楽部では、一筆箋などの晶子グッズ、機関誌、
歌碑巡りなどの書籍の販売をしております。　商品詳細は
ホームページをご覧ください。
倶楽部ご入会につきましては、事務局
までお問合せください。
・「潮の遠鳴り」へ投稿していただいた
方に、抽選で晶子グッズをプレゼント
します。

各部会からの活動報告とお知らせ
組織拡充部会
会員拡大の会員制度が変更移行し、ペア会員（２人）がファミ
リー会員（５人まで）にし入会できるようになりました。現在、
個人会員並びにペア会員の皆様には、お知り合いの方を是非
ファミリー会員にお誘い下さいますようお願いいたします。

城本　多鶴子

調査研究部会
令和６年度は、「君死にたまふことなかれ」120年を記念し、春の
企画展〈堺から世界に響け「君死にたまふことなかれ」〉を開催し
ました。年度末に発行の報告書は、晶子の少女時代の堺の市街に
焦点をあてました。

太田　登

機関誌の第24号は、「晶子フォ－ラム2024＆国際啄木学会
2024堺大会」の特集と、鉄幹研究の小特集を組みました。また投
稿作品を「潮の遠音」として再生させた「短歌の広場」がより充実
したコ－ナ－になりました。

編集部会 太田　登

「与謝野晶子の世界
 第24号（通巻49号）」
与謝野晶子倶楽部

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
は
全
国
の
晶
子
研
究
者
や
歌
人
、

愛
好
者
な
ど
で
、
平
成
9
年
に
堺
市
で
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
堺
に
生
ま
れ
た
与
謝
野
晶
子
の
業
績
・
生
き
方
に

つ
い
て
広
く
市
内
外
に
発
信
し
、
与
謝
野
晶
子
の
顕
彰

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
か
い
利
晶
の
杜
を
中
心
に
、
晶
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

晶
子
入
門
講
座
、
短
歌
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
分
か
り
や
す
い

講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
紹
介

投稿募集!「あなたの晶子物語」を教えてください。
全国の会員の皆様からの投稿をお待ちしております。

久
し
ぶ
り
の
堺
で

与
謝
野
晶
子
俱
楽
部
運
営
委
員　

瀧
本　

和
成

与
謝
野
晶
子
の
生
き
た
時
代
と
現
代
―
随
筆
評
論
か
ら
見
え
る
視
点
・
視
線
―

●新刊情報

◆その他行事予定
・「晶子入門講座」「短歌を楽しむセミ
ナー（4回連続講座）」9月～12月にかけ
て開催。
・文学踏査は、秋に京都方面へ予定
・第6回さかい与謝野晶子青春の短歌大
会　令和7年6月2日(月)から9月8日
（月）で募集予定
詳しくは、4月以降「与謝野晶子倶楽部」
または「さかい利晶の杜」のホームペー
ジをご覧ください。

さかい利晶の杜にて
前列 , 左端は次男の妻、私。
後列左から、鳳理子さん（与謝野晶子の弟、籌三郎の孫）、私の妹、
私の次男、森下学芸員、私の長男とその妻。

日　時 令和7年5月31日（土）14:00～16:15　※開場:13:30
会　場 堺市総合福祉会館　大ホール（堺市堺区南瓦町２番１号）
参加費 一般1,000円、与謝野晶子倶楽部会員500円、学生無料
内　容 第Ⅰ部　合唱　14:00～14:30　　

出演：泉陽高校音楽部、ヴォーチェ・コン・カローレ、Chor.Draft、コールいづみ
第Ⅱ部　講演　14:45～16:15

講師：京都先端科学大学　国際学術研究院　山本淳子教授　テーマ「与謝野晶子と紫式部」
同日、総会、交流会も開催予定

会　期 華道：令和7年5月24日（土）～25日（日）の2日間
　　　 絵画/書道/文芸：令和8年1月10日（土）～12日（月・祝）の3日間
会　場　さかい利晶の杜 2階企画展示室半室、1階茶室　ほか
内　容　晶子倶楽部会員によるギャラリー展
観覧料　一般300円、高校生200円、中学生以下無料
 （専用ハガキをお持ちの方は無料）

（主催：与謝野晶子倶楽部、さかい利晶の杜） 

文化学院蔵

与謝野晶子通信　第 5 号　編集・発行：与謝野晶子倶楽部　運営委員会

潮の遠鳴り潮潮潮潮潮潮 遠鳴遠鳴遠鳴遠鳴遠鳴遠鳴
与謝野晶子通信 第5号

与謝野晶子倶楽部　2025年3月発行　年1回発行
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与
謝
野
晶
子
に
続
く
若
い
世
代
の
才

能
を
発
掘
し
、次
世
代
の
文
化
力
の
向
上

を
め
ざ
し
て
、
高
校
生
を
対
象
に
新
鮮
な

短
歌
を
募
集
す
る「
さ
か
い
与
謝
野
晶
子

青
春
の
短
歌
大
会
」
も
5
回
目
を
迎
え
、

全
国
62
高
校
か
ら
1
4,
9
6
6
首
の
応

募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。入
賞
者
の
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

選
者（
歌
人
・
宮
中
歌
会
選
者
）　

今
野　

寿
美
氏

大
賞

最
悪
も
最
愛
す
ら
も
あ
り
ふ
れ
て
た
っ
た
ひ
と
つ
が
い
つ
も
た
く
さ
ん

上
田　

朱
雀（
神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
）

与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
賞

レ
ン
ズ
に
は
こ
の
雰
囲
気
は
映
せ
な
い
知
っ
て
い
な
が
ら
カ
シ
ャ
と
な
ら
し
た

中
川　

友
葉（
大
阪
府
立
住
吉
高
等
学
校
）

堺
歌
人
ク
ラ
ブ
賞

ラ
ジ
オ
か
ら
花
火
し
ら
せ
る
楽
し
げ
に
七
十
九
年
後
八
月
十
五
日

渡
邉　

奏
音（
山
形
県
立
山
形
西
高
等
学
校
）

さ
か
い
利
晶
の
杜
賞

キ
ャ
ン
バ
ス
に
小
さ
な
雲
を
描
き
足
し
た
青
す
ぎ
る
空
に
溺
れ
な
い
よ
う

森
岡　

千
尋（
神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
）

堺
市
長
賞

絵
文
字
く
ら
い
表
情
豊
か
に
な
れ
た
な
ら
世
界
は
変
わ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か

千
代　

は
る
か（
東
京
都
・
学
習
院
女
子
高
等
科
）

堺
市
教
育
長
賞

夏
の
日
は
汗
で
思
い
出
乱
反
射
映
し
出
さ
れ
る
友
と
の
時
間

中
邨　

翔（
大
阪
府
立
今
宮
工
科
高
等
学
校
）

大
阪
府
知
事
賞

負
け
て
ま
た
こ
こ
に
来
よ
う
と
思
う
な
ら
今
は
拾
わ
ぬ
足
元
の
土

山
本　

晃
大（
大
阪
府
立
三
国
丘
高
等
学
校
）

与
謝
野
町
長
賞

か
ぶ
ら
な
い
唯
一
無
二
で
い
た
い
け
ど
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
も
悪
く
は
な
い
な

中
野　

蒼（
大
阪
府
・
関
西
大
倉
高
等
学
校
）

大
阪
府
立
泉
陽
高
等
学
校
賞

自
由
に
も
際
限
あ
る
の
は
分
か
る
け
ど「
大
人
の
事
情
」は
ま
だ
知
り
た
く
な
い

宮
野　

愛
弓（
山
形
県
立
山
形
西
高
等
学
校
）

産
経
新
聞
社
賞

陸
上
の
ス
パ
イ
ク
の
ピ
ン
の
音
聞
こ
え
夏
の
大
会
少
し
震
え
た

大
屋
英
実
里　

メ
イ（
三
重
県
立
明
野
高
等
学
校
）

選
者
賞

ゆ
っ
く
り
と
首
ふ
る
白
い
扇
風
機
僕
の
ほ
う
だ
け
見
て
い
て
ほ
し
い

岡
田　

晴（
京
都
府
・
大
谷
高
等
学
校
）

雨
上
が
り
改
札
の
な
い
駅
の
中
て
ん
と
う
虫
の
隣
に
座
る

酒
井　

望
睦（
大
阪
府
・
関
西
大
倉
高
等
学
校
）

今
日
よ
り
も
明
日
の
私
は
遠
い
か
ら
星
の
速
さ
で
追
い
か
け
て
き
て

坂
本　

桃
花（
神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校
）

最
優
秀
校
賞

神
奈
川
県
立
光
陵
高
等
学
校

詳
し
く
は
、
与
謝
野
晶
子
倶
楽
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
の
選
歌
集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さかい利晶の杜
ニュース

文
学
踏
査　
令
和
6
年
10
月
24
日（
木
）〜
25
日（
金
）

た
つ
み
都
志
先
生
と
行
く

〝
晶
子
と
紫
式
部
の
旅　

京
都
・
滋
賀
一
泊
二
日
〞

〜
源
氏
の
君
を
訪
ひ
に
行
か
ま
し
〜

行
程

《
10
月
24
日（
木
）》

堺
市
役
所
出
発
⬇
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
桜
橋
口
⬇
風
俗
博
物
館
⬇

蘆
山
寺
⬇
西
陣
織
会
館
見
学
と
昼
食
⬇
白
鬚
神
社
⬇
奥
琵

琶
湖
マ
キ
ノ
グ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
宿
泊

《
10
月
25
日（
金
）》

ホ
テ
ル（
出
発
）⬇
乙
女
ヶ
池
散
策
⬇
浮
御
堂
散
策
⬇
石
山

寺・大
河
ド
ラ
マ
館
見
学
と
昼
食
⬇
三
井
寺
⬇
帰
路
へ

〝
旅
の
感
想
〞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舘　

優
子

旅
か
ら
帰
っ
て
目
を
閉
じ

る
と
藍
色
に
染
ま
っ
た

山
々
、
湖
面
が
浮
か
び
ま
す
。

暮
れ
な
ず
む
琵
琶
湖
の
静
け

さ
で
す
。こ
の
光
景
を
一
０

０
年
前
の
晶
子
一，
０
０
０
年

前
の
紫
式
部
も
観
た
で
あ
ろ

う
か
と
思
う
と
、
な
ん
だ
か

嬉
し
い
で
す
。

晶
子
が
愛
し
て
や
ま
な

か
っ
た
と
い
う
紫
式
部
、
源

氏
物
語
の
ゆ
か
り
の
地
を
た

つ
み
先
生
の
解
説
で
巡
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。と
て
も
充
実

し
た
旅
で
し
た
。風
俗
博
物
館
の
展
示
で
は
一
気
に
平
安
時
代

に
迷
い
こ
ん
だ
よ
う
で
し
た
。四
季
折
々
の
か
さ
ね
色
目
は
特

に
美
し
く
日
本
人
の
美
意
識
の
奥
ゆ
か
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

２
日
目
は
石
山
寺
を
訪
ね
ま
し
た
。こ
こ
は
紫
式
部
が
源
氏

物
語
を
執
筆
し
た
所
だ
そ
う
で
す
。階
段
を
の
ぼ
り
月
見
亭
ま

で
行
き
ま
し
た
。眼
下
に
は
琵
琶
湖
を
一
望
で
き
ま
す
。「
願
わ

く
ば
石
山
寺
の
階
段
を
の
ぼ
り
き
り
、
月
見
亭
に
て
琵
琶
湖
を

照
ら
す
中
秋
の
名
月
を
観
た
い
…
…
。」
と
い
う
次
の
目
標
が

で
き
ま
し
た
。

晶
子
入
門
講
座　
会
場
・
さ
か
い
利
晶
の
杜

■
第
1
回
晶
子
入
門
講
座
　
講
師
：
太
田
　
登

日
　
時
：
令
和
6
年
7
月
7
日（
日
）

テ
ー
マ
：
与
謝
野
晶
子
と
深
尾
須
磨
子

■
第
2
回
晶
子
入
門
講
座
　
講
師
：
松
永
　
直
子

日
　
時
：
令
和
6
年
9
月
21
日（
土
）

テ
ー
マ
：「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」と
音
楽

■
第
3
回
晶
子
入
門
講
座
　
講
師
：
瀧
本
　
和
成

日
　
時
：
令
和
6
年
10
月
20
日（
日
）

テ
ー
マ
：
与
謝
野
晶
子
と
大
町
桂
月

第
1
回

　
「
与
謝
野
晶
子
と
深
尾
須
磨
子
」に
参
加
し
て若

谷　

佳
美

歌
人
と
し
て
の
晶
子
だ
け
で
な
く
人
間
と
し
て
の
晶
子
の
一

面
を
知
り
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。驚
く
こ
と
も
多
く
、

「
ひ
ぇ
〜
」
と
い
う
私
の
心
の
叫
び
が
講
師
の
太
田
先
生
に
届
い

て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。こ
ん
な
中
身
の
濃
い
深
い
お
話
を
、

こ
ん
な
お
値
段
で
聴
か
せ
て
頂
い
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？
と

思
い
ま
し
た
。皆
様
も
是
非
、聴
き
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。

第
2
回

　
「『
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
』と
音
楽
」に
参
加
し
て

河
合　

悦
子

私
が
楽
曲
と
し
て
の
「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
に
出

会
っ
た
の
は
丁
度
二
十
年
前
、
晶
子
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
４
で

の
大
合
唱
に
於
い
て
で
し
た
。

そ
れ
以
来
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
ヴ
ォ
ー
チ
ェ
・
コ
ン
・

カ
ロ
ー
レ
」
の
一
員
と
し
て
幾
多
の
場
面
で
歌
わ
せ
て
頂
い
て

き
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
松
永
先
生
の
講
義
は
と
て
も
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。

裕
福
な
幼
少
期
か
ら
四
十
六
歳
の
若
さ
で
逝
去
さ
れ
る
ま

で
の
作
曲
者
吉
田
隆
子
の
生
涯
を
中
心
に
、
時
折
ユ
ー
モ
ア
を

交
え
な
が
ら
解
り
易
く
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
を
晶
子
と
共
に
「
隆
子
」
に

も
想
い
を
馳
せ
て
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
歌
い
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
3
回

　
「
晶
子
入
門
講
座
」に
参
加
し
て

濵
﨑　

好
日

今
回
の
講
座
は
「
君
死
に
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
」
を
批
判
し

与
謝
野
晶
子
記
念
館
コ
ー
ナ
ー
展
示

能
登
半
島
災
害
復
興
応
援

「
与
謝
野
晶
子
・
寛
の
北
陸
旅
行
」

令
和
6
年
12
月
18
日（
水
）〜

令
和
7
年
3
月
17
日（
月
）

能
登
半
島
で
は
、令
和
六
年
元
旦
に
、マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
を
記
録
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、

さ
ら
に
復
旧
半
ば
の
九
月
に
は
集
中
豪
雨
で
大

き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

今
か
ら
九
〇
年
ほ
ど
前
の
昭
和
六
年（
一
九
三
一
）と
昭
和
八

年（
一
九
三
三
）に
、
与
謝
野
晶
子
と
寛
は
北
陸
旅
行
に
出
か
け

多
く
の
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。石
川
県
七
尾
市
に
は
昭
和
六
年

の
正
月
に
訪
れ
、
そ
の
時
詠
ん
だ
歌
が
碑
と
な
り
三
島
町
と
和

倉
町
に
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、能
登
半
島
災
害
復
興
応
援
企
画
と
し
て
、与
謝
野

晶
子
と
寛
の
北
陸
旅
行
で
詠
ま
れ
た
歌
か
ら
、
そ
の
美
し
い
風

景
を
感
じ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、
晶

子
の
歌
碑
を
は
じ
め
、

石
川
県
に
あ
る
晶
子

ゆ
か
り
の
旅
館
や
「
晶

子
染
め
体
験
」
な
ど
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
併
設
し
、
好
評
で
し

た
。本

展
で
紹
介
し
ま

し
た
晶
子
の
歌
碑
に

つ
い
て
は
、七
尾
市
立
図
書
館
、和
倉
温
泉
観
光
協
会
、（
一
社
）

な
な
お
・
な
か
の
と
D
M
O
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
晶
子
の
こ
と
ば
―
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
い
う
こ
と
―
」

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

日
時
：
令
和
6
年
6
月
9
日（
日
）　
会
場
：
さ
か
い
利
晶
の
杜

与
謝
野
晶
子
さ
ん
が

残
し
た
言
葉
の
数
々

は
、
100
年
余
り
た
っ
た

今
も
私
た
ち
に
多
く
の

気
づ
き
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。『
自
分
を
生
き

る
』
た
め
に
自
分
ら
し

さ
を
見
つ
め
る
一
日
と

し
て
、
多
様
性
を
テ
ー

マ
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
と
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
中
世
堺
の
国
際
交
流
、
そ
し
て
晶
子
さ
ん
の

言
葉
を
軸
に
構
成
さ
れ
ま
し
た
。晶
子
さ
ん
の
言
葉
が
書
か
れ

た
服
装
、
南
蛮
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
L
G
B
T
Q
当
事
者
、

A
L
L
Y
＊

、
堺
市
国
際
交
流
員
、
さ
か
い
利
晶
の
杜
イ
ベ
ン
ト

講
師
ら
が
モ
デ
ル
と
し
て
シ
ョ
ー
に
登
場
し
、
ピ
ア
ノ
演
奏
や

朗
読
も
交
え
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
、
多
く
の
観
客
が
魅

了
さ
れ
ま
し
た
。

企
画
協
力
：
関
西
ア
ラ
イ
モ
実
行
委
員
会
、M
A
Y
A
J
A
P
A
N

*当
事
者
を
認
め
て
い
る
人
た
ち
の
こ
と

能登町の与謝野晶子歌碑

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

投
稿
の
コ
ー
ナ
ー

た
大
町
桂
月
か
ら
見
た
お
話
で
し
た
。

桂
月
が
批
判
し
た
事
に
よ
り
、
事
の
重
大
さ
を
察
し
た
晶
子

の
夫　

鉄
幹
が
弁
護
士
と
他
二
人
を
連
れ
て
桂
月
を
訪
問
し
、

批
判
を
は
ね
返
し
桂
月
を
黙
ら
せ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
裏
側
が

あ
っ
た
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
晶
子
の
入
門
講
座
に
参
加
し
た
の
は
７
月
に
続
き
２
回

目
で
し
た
が
ど
ち
ら
も
わ
か
り
や
す
く
と
て
も
面
白
い
内
容
で

し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

短
歌
を
楽
し
む
セ
ミ
ナ
ー

会
場
・
さ
か
い
利
晶
の
杜

実
際
に
短
歌
作
り
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
短
歌
の
世
界
を
学

ぶ
、
小
西
美
根
子
講
師
に
よ
る
全
４
回（
9
〜
12
月
）連
続
講
座

で
す
。

短
歌
を
楽
し
む
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

久
連
山　

洋
子

短
歌
を
作
っ
た
の
は
高
校
時
代
に
出
さ
れ
た
宿
題
し
か
記

憶
に
な
い
、
そ
ん
な
私
が
八
十
余
歳
で
「
短
歌
を
楽
し
む
セ

ミ
ナ
ー
」
に
参
加
し
て
ど
う
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

選
択
は
ベ
ス
ト
で
し
た
。

小
西
美
根
子
先
生
の
絶
妙
な
添
削
、
批
評
に
感
じ
入
り
な

が
ら
短
歌
に
惹
か
れ
て
い
っ
て
ま
す
。
次
回
も
是
非
！

さかい与謝野晶子 青春の短歌大会第5回

「
個
」の
集
ま
り
が
幸
い
し
た「
白
桜
忌
」発
足

吹
田
市　

川
内　

通
生

今
、
客
観
的
に
回
顧
で
き
る
時
期
と
も
な
っ
た
が
、
こ
の「
白
桜
忌
」が

好
発
進
で
き
た
大
き
な
要
因
は
、
発
足
さ
せ
た
発
起
人
会
の
人
的
構
成

に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

与
謝
野
晶
子
の
大
研
究
家
の
入
江
春
行
先
生
（
先
般
、
ご
他
界
と
な
っ

た
。ご
冥
福
を
祈
り
上
げ
た
い
）
を
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
・
ま
と
め
役
の
よ

う
に
い
た
ゞ
き
な
が
ら
も
、
他
学
の
大
学
教
授
・
郷
土
史
家
・
芸
術
家
・

私
な
ど
は
晶
子
の
一
フ
ァ
ン
の
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
職
業
は
高
校
教
員

で
あ
る
―
―
そ
う
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ン
バ
ー
の
集
ま
り
で
あ
り
、
そ

こ
に
、
覚
応
寺
ご
住
職
の
河
野
正
伸
氏
が
加
わ
っ
て
お
い
で
に
な
っ
た
わ

け
で
、
ま
さ
に
色
々
な
立
場
の
経
験
や
発
想
が
お
の
ず
と
可
能
に
な
っ
て

い
く
、そ
う
い
う「
場
」で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
…
…
。河
野
正
伸
ご
住
職

の
温
和
な
お
人
柄
が
和
気
あ
い
あ
い
と
声
を
出
し
合
え
る
雰
囲
気
の
実

現
を
少
な
か
ら
ず
あ
と
押
し
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
に
は
、
今
も
、
メ
ン

バ
ー
の
一
人
と
し
て
、私
は
強
く
感
謝
の
意
を
あ
ら
わ
し
た
い
。

そ
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
、「
白
桜
忌
」は
、
い
わ
ゆ
る
仏
事
の
み
の「
忌
」

行
事
と
な
ら
ず
、
幅
の
広
さ
を
伴
う
文
学
講
演
を
も
毎
回
具
現
さ
せ
る

こ
と
と
な
り
、
一
般
市
民
の
皆
様
の
ご
参
会
に
も
ス
ム
ー
ズ
に
つ
な
が

り
、マ
ス
・
コ
ミ
の
取
り
上
げ
る
と
こ
ろ
と
も
な
っ
て
い
っ
た
…
…
。

「
個
」
の
集
ま
り
で
こ
う
し
て
好
発
進
さ
せ
た
「
白
桜
忌
」
だ
っ
た
が
、

私
自
身
は
、
そ
の
後
、
業
務
過
多
と
も
表
現
で
き
る
職
場
へ
転
勤
し
た
こ

と
で
全
く
時
間
に
余
裕
の
な
い
身
と
な
り
、
発
起
人
か
ら
も
遠
ざ
か
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
色
々
と
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
い
く
報
に
接
し

て
は
、う
れ
し
く
見
守
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
…
…
。

晶
子
の
偉
大
さ

堺
市　

坂
中　

祐
介

　

私
は
、
去
年
、
図
書
館
で
与
謝
野
晶
子
さ
ん
の
自
伝
を
借
り
て
、
読

ん
で
み
た
。言
っ
た
ら
、恥
ず
か
し
い
な
が
ら
、マ
ン
ガ
の
自
伝
を
読
ん
で
、

晶
子
さ
ん
の
人
生
を
知
っ
た
の
で
す
が
、
晶
子
さ
ん
は
、
近
代
短
歌
の

祖
だ
っ
た
の
で
す
が
、
色
ん
な
経
験
を
し
て
い
る
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

私
も
、
短
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
晶
子
さ
ん
か
ら
見
た
ら
、
私
は
、

ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
、
も
っ
と
色
ん
な
経
験
を
し
な
い
と
い
け
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
与
謝
野
晶
子
さ
ん
は
、
偉
大
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

静
か
夜
の
は
か
な
き
さ
だ
め
果
つ
る
音
悔
い
な
き

夏
を
謳
い
し
や
君

岸
和
田
市　

稲
葉　

明

ゆ
ふ
ぐ
れ
の
小
径
を
一
人
ま
か
る
と
き
わ
が
肩
先

に
薔
薇
の
雨
降
れ

静
岡
県　

杉
山　

春
代

10 月 1 日、大掌大会祝賀会の前に遊覧自動車で別府地獄
めぐりを楽しんだ一行の海地獄での記念写真です。立っ
ている人物のうち、右から 4 人目が晶子、その左隣が寛、
二人の前の和服の男性が吉田初三郎です。

与謝野晶子倶楽部事業紹介




